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富山福祉短期大学生発 

学生がハーブを使って介護の魅力を提案します 

― 薫りで広がる福祉の魅力 － 

（担当 介護保険課介護保険管理係 本庁舎） 

学生がハーブを楽しみながら介護の魅力を啓発するため、ハーブの活用方法を提案する冊子及

びハーブを次の日程で介護保険施設に贈呈します。 

 

この事業は、市と学校法人浦山学園の包括連携協定を活用し、介護の課題を解決するアイディ

アを募集したもので、富山福祉短期大学社会福祉学科 1 年生から、介護のイメージアップを推進

する企画の提案がありました。（県介護福祉士養成校協会の介護の仕事魅力アップ推進事業を兼ね

る）。 

テーマ：薫りで広がる福祉の魅力（介護現場等でのアロマセラピーの活用） 

     ハーブによるリラックス効果や認知症予防の効果を期待したもので、自ら育てたハー

ブでのお茶やサシェ（匂い袋）の作成方法について指南した冊子を作成しています。

介護現場において、利用者と一緒にハーブを加工することでレクリエーションを行っ

たり、家族へのプレゼントとしたりすることで家族のつながりを強化したりすること

を目的としています。 

 

日時：令和５年１月２０日（金）１６：３０～１７：００ 

場所：風乃里水戸田（射水市水戸田９６６－１） 

出席者：富山福祉短期大学 社会福祉学科 学生５名 及び中村 尚紀講師 

    株式会社ウェルファイン 杉田 和子代表取締役、村井 直美施設長 

    射水市介護保険課職員 

問合せ先 担当 

福祉保健部介護保険課（本庁舎） 

原、買場 

℡０７６６－５１－６６２７ 




























